
 

 

実践のまとめ（第６学年 算数科） 
 

小千谷市立東小千谷小学校 教諭 鈴木 貴道 
 
１ 研究テーマ 

根拠を基に、演繹的に問題を考える児童の育成 

～思考の流れが見えるつぶやき板書を通して～ 
 
２ 研究テーマについて 

(1) テーマ設定の意図 
   学習指導要領では、算数科の目標を数学的な見方・考え方を働かせ、数学的活動を通し

て、数学的に考える資質・能力を育成することとしている。数学的な見方・考え方とは、ど
のような視点で物事を捉え、どのような考え方で思考をしていくのかという、物事の特徴・
本質を捉える視点や思考の進め方、方向性を意味している。 

これまでの授業を振り返ると児童同士の意見交流の場を設定してきたものの、学びが深ま
らず物事の特徴や本質を捉える視点での話合いとなっていなかった。問題把握確実にできて
おらず、児童の話合いの方向性が定まらなかったことが原因であると考える。 

   そこで、既習の学習内容との共通点や相違点を見いだし、解決方法やその根拠、よさなど
を数学的な表現を用いて、全体で問題に向かう場面設定をする。そして児童の発言やつぶや
きを板書することで焦点化をする。そのつぶやきの板書を生かしながら、数学的に考える力
を育成していく。 

 
(2) 研究テーマに迫るために 

① 構造的な板書づくり 
児童の発言やつぶやきを聞き取って、板書を行っていく。児童の発言やつぶやきの裏に

は、数学的な見方・考え方が隠れている（図１）。板書により、問題に対する児童の思考
の流れが明確となる。これを生かし、物事の特徴や本質を捉える経験を積むことで、数学
的に考える力を伸ばしていく。 

図１ 
   

② 導入や発問の工夫 
課題提示の際、あえて難しい問題設定をしたり、問題解決に必要な情報を隠したりする

ことで児童の発言やつぶやきが生まれやすい状況を作る。また、意図的に「なぜ、そうな
るのか？」と問い、演繹的な考えからの発言やつぶやきを促す。 

 
(3) 研究テーマに関わる評価 

  ① 児童アンケートの板書に関わる評価の項目が80％以上となる。 
 
３ 単元と指導計画 

(1) 単元名 
   円の面積（みんなと学ぶ小学校算数６年 学校図書） 



 

 

(2) 単元（題材）の目標 
  ① 円の面積は、(半径)×(半径)×(円周率)で求めることができることを理解し、円の面積

を、求めることができる。 
  ② 身の回りにある形について、その概形を捉え、およその面積などを求めることができ

る。 
  ③ 図形を構成する要素などに着目し、既習の図形とその求積方法に帰着させながら、筋道

立てて面積の求め方を見いだすとともに、その表現を振り返り、簡潔かつ的確な表現
に高め、公式として導く力を養う。 

  ④ 未知の図形の面積を、既習の図形とその求積方法に帰着させながら、工夫して求めよう
とし、それを日常生活に生かそうとする態度を養う。 

 
(3) 単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 
・円の求積公式を理解し、そ

の公式を用いて、円や半
円、四分円などの面積を求
めることができる。 

・円や身の回りにある形の概
形を捉え、およその面積を
求めている。 

・円や身の回りにある図形の
およその面積を、概形を捉
えたり方眼を数えたりして
求めている。 

・円の面積の求め方を、求 
積方法が既習の図形に直し
て、図や式を用いて考えて
いる。 

・円や身の回りにある図形の
求積方法を、方眼を数えた
り、既習の図形に直したり
して求めている。 

 
 (4) 単元の指導計画と評価計画（全７時間、本時４／７時間） 
次 

(時数) 
学習内容 学習活動 主な評価規準と方法 

１ 
（1） 

 
 
 

・円の面積の大まか
な見当を付ける。 

・およその面積を方
眼の数から考え
る。 

◎円の面積は、どのよ
うに求めればよい
か。 

態度 円の面積の求め方を進んで
考えようとしている。【行動観
察】 
思・判・表 円の面積がどのくら
いかを説明している。【行動観
察】 

２ 
（2） 

・円を既習の図形に
変形する。 

・数式のきまりを使
って、求積公式を
導き出す。 

・円の求積公式を適
用し、面積を求め
る。 

◎円の面積を求める公
式を、どのように導
き出すか。 

 
 
◎円の面積の公式を使

っていろいろな問題
を考えよう。 

態度 円の面積を求めるために求
積公式が使える図形に変形しよう
としている。【行動観察】 
知・技 求積公式を適用して、円
の問題を解決することができる。
【ノート】 
思・判・表 円周の長さから、面
積を求める方法を考え、説明して
いる。【行動観察】 

３ 
（1） 
本時 

・複合図形の面積の
求め方を見いだ
す。 

◎どうやって面積を求
めればよいか。 

態度 問題の図形を観察し、求積
可能な図形を見いだそうとしてい
る。【ノート】 
思・判・表 複合図形の中に、求
積可能な図形を見いだし、それら
を組み合わせたり、ひいたりする
ことで求積する方法を説明してい
る。【ノート、机間指導】 

４ 
（1） 

・概形を捉え、およ
その面積を捉え
る。 

◎およその面積を求め
るには、どのように
考えればよいか。 

知・技 不規則な形の概形を、求
積可能な図形と見て、およその面
積を求めることができる。【ノー
ト】 
態度 進んで身近なものの面積を
求めたり、湖の面積を実際の面積
と比較しようとしたりしている。 
【行動観察】 

５ 
（1） 

・既習事項の確かめ
をする。 

 

・「できるようになっ
たこと、まなびをい
かそう」を解く。 

 



 

 

・「考え方モンスター
でふりかえろう」で
学習内容を振り返
る。 

６ 
（1） 

・円の面積を求める
公式と、円周の長
さを求める公式の
違いを理解する。 

 

 
 
 

知・技 円の面積を求める公式
と、円周の長さを求める公式の違
いを理解している。【行動観察】 
思・判・表 四角形の内角の和が
360度であることを根拠に、４つ
の角の部分にかいたおうぎ形を組
み合わせると円になることを説明
している。【行動観察】 

 
 
４ 単元（題材）と児童（生徒） 

(1) 単元について 
円については、第３学年で、円の中心、半径、直径などについて学習し、観察や作図と

いった数学的活動を通して円という図形に親しんできた。また、第５学年では、円周の長
さが直径の何倍にあたるかを表す割合として円周率を学び、(直径)×(円周率)で、円周の
長さを求められることを学習してきている。 

図形の面積については、第１学年で直接比較や任意単位を用いた広さの比べ方を、第４
学年で単位正方形の個数で数値化する方法を学習し、第５学年では、三角形、平行四辺形
台形、ひし形といった基本図形の面積について、既習の図形に帰着させることで求積を可
能にする方法を学んできている。 

第６学年では、曲線で囲まれた図形の求積方法を考えるとともに、円の面積を求める公
式をつくる活動を通して、簡潔かつ的確な表現へと高める能力を一層伸ばすことを主なね
らいとしている。 

(2) 児童（生徒）の実態 
    活発な意見交換ができ、前向きに学習に取り組める学級集団である。ＮＲＴの結果から

も、図形領域について得意としている児童が多い。しかし、様々な領域において、初見の
問題や様々な考え方がでてくる際には、学びが深まらず、本質を捉える話合いとなってい
なかった。本単元では、課題に対して全員で一度気付いたこと等のつぶやきを板書するこ
とで「数学的な見方・考え方」を働かせ、新たな知識・技能を見いだしたり、それらと既
習の知識と統合したりして思考や態度が変容する深い学びを実現したい。 

  
５ 本時の展開 （令和６年10月２日実施） 

(1) ねらい 
 ・おうぎ形について、中心角と面積の関係を調べ、面積の求め方を考えることができる。 
(2) 展開の構想 

  ① 図形を見たときの気付きや、問題解決の上での必須となる発言等を黒板に書き出す(つ
ぶやき板書)。児童の考えた軌跡が黒板に残るようにし、考える足掛かりとする。 

  ② 与えられた情報だけでは解くことができないように、問題を提示する。必要な長さ等を
児童から引き出すことにより、発言やつぶやきへの意欲を高める。 

  ③ 主体的に学習に取り組む態度を育成するために、自力解決の時間と、友達と解き方や考
え方を共有する時間を意図的に分け、児童が自分の学び方を選択する時間を設定する。 

 
(3) 展開 

時間 
(分) 

学習活動 
◎教師の働き掛け 
・予想される児童（生徒）の反応 

□評価 ○支援 ◇留意点 

導入 
10 

○本時の課題
をつかむ。 

◎この図形の面積は求められるか
な。 

・長さがないから分からない。 
・円の面積を求める公式がつかえ

ないかな。 
・あの部分が分かれば解けるの

に。 

◇与える情報だけでは、解くこ
とができない図形を提示し、
少しずつ問題解決に必要な情
報を増やしていく。 

○子どもたちのつぶやきを板書
していく。 

□問題の図形を観察し、求積可
能な図形を見いだそうとして
いる。【態度 行動観察】 

 



 

 

展開 
30 

 
 
 
○見通しをも

つ。 
 
 
 
 
 
○本時の課題

となる問題
を解く。 

 
 
 
 
○考え方を共

有化する。 

 
 

 
・色のついていな  

い部分を引けば 
いい。 

・線を引いて組み  
合わせればい 
い。 

 
・三角形の面積の公式が使えそ

う。 
・正方形の面積の公式が使えそ

う。 
・円の面積の公式を使えそう。 
 
 
◎どのように考えたか確認しよ

う。 
 
 
 
 
 
 

①四分円から三角形の面積を引
く。 

 
 
 
 
 

②四分円を足し、正方形を引く。 
 
 
 
 
 

③正方形から四分円の残りを引
く。 

 

 
 
 
□複合図形の中に、求積可能な

図形を見いだし、それらを組
み合わせたり、ひいたりする
ことで求積する方法を説明し
ている。【思判表 ノート、
机間指導】 

 
◇本時の課題となる問題は、オ

クリンク（ＩＣＴ）で送った
ものを用意し、自分の考えを
書き込ませる。 

◇席は自由に立っていいことと
し、相談が常にできるように
する。解けた児童同士での話
合いも認める。その際に、自
分の意思表示のため、赤白帽
子を被らせ相談したい児童が
視覚的に誰と相談できるかが
分かるようにする（赤：自力
解決を目指したい。白：自力
解決を目指すが、困難となっ
た場合に相談したい。帽子を
被らない：初めからヒントカ
ードや友達と相談して解きた
い。）。 

 
◇②の考え方は出てこないこと

が予想させる。その場合は、
この考え方には触れない。 

 
○計算能力に自信がない児童の

ため、また計算ミスを防ぐた
めに電卓の使用も認める。 

 
○本時の課題である問題につい

ては、図形を分解してあるも
のをヒントカードとして用意
いし、使用を認める。 

 
◇自分の考えをオクリンクのみ

んなのボードへ送る。 
 
◇自分とは違った考え方は何か

を捉えさせる。 
まとめ 
5 

○本時の授業
での学びを
まとめる。 

 
 
○本時の振り

返りを書
く。 

◎今日の時間のまとめを書こう。 
・組み合わせたり、引いたりすれ

ば、これまでに学習した求め方
を使って面積を求められる。 

 

 
 
 
 
 
□振り返りに自己の学びの過程

や変化を記述している。【ワ
ークシート】 

 
(4) 評価 

   ・問題の図形を観察し、求積可能な図形を見いだそうとしている。【態度 行動観察】 
   ・複合図形の中に、求積可能な図形を見いだし、それらを組み合わせたり、ひいたりする

ことで求積する方法を説明している。【思判表 オクリンク、机間指導】 

◎どのように考えれば面積を求めることができるかな。 



 

 

(5) 板書計画 

 
６ 実践を振り返って 
（1）授業の実際（指導の実際） 

   ① 図形を見たときの気付きや、問題解決の上での必須となる発言等を黒板に書き出し(つ
ぶやき板書)、児童の考えた軌跡が黒板に残るようにし、考える足掛かりとすることがで
きた。 

本時では、既習事項である正方形や三角形、円の面積の求め方を黒板に書いた。未知の
図形でも既習の図形を元に考えることができるという見通しを児童にもたせることがで
き、意欲的な導入へと繋げることができた。 

② 問題提示の際、意味を理解するまでに時間が掛かる児童もいれば、すでに答えまでの見
通しが見えている児童もおり、大きな個人差が生じることがある。そのため、与えられた
情報だけでは解くことができないように問題を提示した。必要な長さやその他必要となる
図形については、児童から引き出すことにより、図形を求める際の公式に繋げるよう展開
したことで、遠慮なく、分からないことや困ったことを出し合い、全員で問題を理解した
り、問題解決の見通しをもったりすることができた。 

   ③ 主体的に学習に取り組む態度を育成するために、自力解決の時間と、友達と解き方や 
考え方を共有する時間を意図的に分け、児童が自分の学び方を選択する時間を設定するこ
とができた。 

本時では、「自分で考える」「友達と考える」「先生と考える」という選択肢を示し、
自分自身でどのように問題解決に向かわせるかを決定させた。また、基本的な計算能力が
身に付いていない児童もいたため、電卓の使用も認めたことで、低位の児童も主体的に問
題に取り組むことができた。 

（2）研究テーマに関わる評価 
     研究テーマに関する評価結果は以下のとおりである（図２、図３）。 
   本アンケートは６学年２学級43人を対象とした。 

 
 

 

 
 

図２ 
 

 



 

 

 
図３ 

 
① 「３.黒板にはヒントとなる考えが書き込まれていることが多い」では、肯定的評価が

86％、「４.黒板にはみんなの考え(ちょっとしたつぶやき)が書き込まれていることが多
い」では、肯定的評価が91％であった。これは、授業内で児童のつぶやきを引き出すこと
を強く意識して授業を行ってきた結果であると考える。しかし、つぶやきの板書が児童に
とってのヒントとなっていなかった場面もあった可能性が示唆される。児童のどのつぶや
きを拾い、どのつぶやきを板書していくかは今後も検討が必要である。 

②  「５.板書(黒板)は見やすい」の肯定的評価は、97％であった。子どもたちから「見や
すい」との声が上がった一方で、ノートに書かなくてもよいつぶやき板書（青字）が見に
くいのではないかとの意見も協議会の中で上がった。チョークの色使いについては今後も
研修を進めていく必要がある。 

③  「６.ちょっとした意見(つぶやき)を拾って授業をしている」の肯定的評価は92％であ
った。これは「分からないも意見の一つ、自分が問題を見て感じたことはどんどん声に出
そう」と指導してきた結果であると考える。 

 
（3）今後の課題 

① つぶやきの分類について 
     本研究のテーマは、児童の思考の流れが見えるように児童のつぶやきを板書していく

ことである。これまでの授業の中でも児童は板書に書かれたつぶやきを根拠としながら
自分の考えを深めることができていた。しかし、その板書のつぶやきにも様々な種類が
あるということが分かった。これまで、問題解決に直接的につながる児童のつぶやきの
みを記載していた。しかし、分からなさに関するつぶやきや違った視点でのつぶやきも
授業の中で児童の中に生まれてくるのが実際である。分からなさに関するつぶやきや、
違った視点のつぶやきの中にも算数の本質が見え隠れしていることもある。そのつぶや
きも精査しながら拾っていき、一つ一つ全体で解決していく中で、新たな問いが見つか
ったり、全員が同じ土台に乗ったりすることができると考える。 

  ② 課題設定について 
今年度の実践を通して、児童は問題と出会ったときに特に素直なつぶやきが出てきや

すいと考える。そのつぶやきは一人一人が問題と向かい合った結果生まれてくるもので
ある。そのためにも導入の提示の仕方もさらなる工夫が必要である。今後は、導入場面
で問題と出会ったときのつぶやきに焦点を当てて、板書していくことで、子どもたちの
イメージが膨らんでいくような授業を展開していくようにしていく。 
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